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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第３四半期
連結累計期間

第62期
第３四半期
連結累計期間

第61期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 7,218,801 7,387,613 9,474,279

経常利益 （千円） 299,361 595,701 571,828

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 173,791 378,571 384,387

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 198,756 340,421 387,625

純資産額 （千円） 4,281,217 4,704,567 4,469,477

総資産額 （千円） 10,246,688 10,780,264 10,378,944

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 362.84 790.70 802.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 41.8 43.6 43.1

 

回次
第61期

第３四半期
連結会計期間

第62期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

自平成30年
　10月１日
至平成30年
　12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 54.99 386.42

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントを単一セグメントに変更しております。詳細は、「第４　経理

の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

EDINET提出書類

セフテック株式会社(E03251)

四半期報告書

 2/15



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業収益を背景に設備投資で好調さが見られ、雇用環

境の改善も続いており景気は回復基調で推移しております。一方で、米国と中国の貿易摩擦の長期化による世界的

な景気減速や、わが国への影響も懸念され先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが関連する工事用保安用品業界におきましては、公共工事は横ばいの状況ではありますが底堅さを

維持しており、また、大規模更新工事やインフラ整備等の工事も安定している状況で推移いたしました。但し、人

手不足による労務費の上昇、建設資材の高騰等の懸念材料も続いております。

この様な状況下、レンタル営業の推進や提案型営業の強化等の営業政策による顧客拡大、高付加価値商品の回転

率強化による利益率の向上を図ってまいりました。また、顧客ニーズを取り入れた商品の開発、仕入価格の低減や

経費の抑制にも努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高7,387百万円（前年同期比2.3％増）、営業利益606

百万円（前年同期比94.0％増）、経常利益595百万円（前年同期比99.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益378百万円（前年同期比117.8％増）となりました。

なお、当社グループは、セグメント情報における報告セグメントを従来「東日本エリア」と「西日本エリア」に

区分しておりましたが、第１四半期連結会計期間から「工事用保安用品の販売及びレンタル」の単一セグメントに

変更しております。

 

②財政状態

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較して401百万円増加し10,780百万円となり

ました。この主な要因は、現金及び預金の減少224百万円、受取手形及び売掛金の増加273百万円、レンタル資産の

増加70百万円、リース資産の増加318百万円によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して166百万円増加し6,075百万円となりま

した。この主な要因は、支払手形及び買掛金の増加57百万円、借入金の減少42百万円、リース債務の増加311百万

円、未払法人税等の減少140百万円によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産の部は、前連結会計年度末と比較して235百万円増加し4,704百万円となり

ました。この主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益378百万円、配当金の支払105百万円、その他有価証

券評価差額金の減少38百万円によるものであります。
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(2）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の総額は、1,095千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,680,000

計 1,680,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 500,000 500,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 500,000 500,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 500,000 － 886,000 － 968,090

 

（５）【大株主の状況】

　 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   21,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  478,000 4,780 －

単元未満株式 普通株式      800 － －

発行済株式総数 500,000 － －

総株主の議決権 － 4,780 －

　（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が23株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

セフテック㈱
東京都文京区本郷

5-25-14
21,200 － 21,200 4.24

計 － 21,200 － 21,200 4.24

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

セフテック株式会社(E03251)

四半期報告書

 6/15



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,802,022 2,577,137

受取手形及び売掛金 2,464,908 2,738,793

商品及び製品 1,019,592 1,066,438

原材料 184,810 182,301

その他 40,553 50,527

貸倒引当金 △2,500 △2,700

流動資産合計 6,509,388 6,612,498

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 816,125 774,394

レンタル資産（純額） 392,975 463,840

土地 1,573,326 1,573,326

リース資産（純額） 557,005 875,824

その他（純額） 33,368 32,484

有形固定資産合計 3,372,800 3,719,871

無形固定資産 27,876 29,736

投資その他の資産   

投資有価証券 210,321 170,372

繰延税金資産 148,405 130,857

その他 116,124 121,903

貸倒引当金 △5,972 △4,974

投資その他の資産合計 468,879 418,158

固定資産合計 3,869,556 4,167,766

資産合計 10,378,944 10,780,264
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,077,034 1,134,921

短期借入金 1,651,000 1,685,000

1年内返済予定の長期借入金 602,600 498,000

リース債務 192,257 283,878

未払法人税等 214,679 73,941

賞与引当金 84,117 43,648

その他 273,462 287,077

流動負債合計 4,095,151 4,006,468

固定負債   

長期借入金 946,100 973,750

リース債務 377,893 597,409

長期未払金 65,600 65,600

再評価に係る繰延税金負債 95,216 95,216

退職給付に係る負債 328,270 335,917

その他 1,235 1,335

固定負債合計 1,814,316 2,069,228

負債合計 5,909,467 6,075,696

純資産の部   

株主資本   

資本金 886,000 886,000

資本剰余金 968,090 968,090

利益剰余金 3,850,527 4,123,767

自己株式 △77,578 △77,578

株主資本合計 5,627,038 5,900,278

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 95,772 57,526

土地再評価差額金 △1,252,689 △1,252,689

退職給付に係る調整累計額 △644 △547

その他の包括利益累計額合計 △1,157,561 △1,195,711

純資産合計 4,469,477 4,704,567

負債純資産合計 10,378,944 10,780,264
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 7,218,801 7,387,613

売上原価 3,888,792 3,916,073

売上総利益 3,330,009 3,471,539

販売費及び一般管理費 3,017,339 2,864,882

営業利益 312,669 606,656

営業外収益   

受取利息 118 118

受取配当金 5,036 5,685

その他 9,516 10,560

営業外収益合計 14,671 16,364

営業外費用   

支払利息 23,415 23,969

その他 4,564 3,350

営業外費用合計 27,980 27,320

経常利益 299,361 595,701

特別利益   

固定資産売却益 5,868 －

投資有価証券売却益 896 －

特別利益合計 6,765 －

特別損失   

固定資産除却損 2,529 －

特別損失合計 2,529 －

税金等調整前四半期純利益 303,596 595,701

法人税、住民税及び事業税 187,955 197,920

法人税等調整額 △58,149 19,209

法人税等合計 129,805 217,130

四半期純利益 173,791 378,571

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 173,791 378,571
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 173,791 378,571

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 24,964 △38,246

退職給付に係る調整額 － 96

その他の包括利益合計 24,964 △38,150

四半期包括利益 198,756 340,421

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 198,756 340,421

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 367,375千円 497,359千円

 

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日　至 平成29年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 86,230 18  平成29年３月31日  平成29年６月30日 利益剰余金

（注）１．平成29年６月29日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、創業60周年記念配当２円を含んでおりま

す。

２．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。「１株当たり配当額」

につきましては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日　至 平成30年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 105,330 220  平成30年３月31日  平成30年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日　至 平成29年12月31日）

「Ⅱ．当第３四半期連結累計期間（報告セグメントの変更等に関する事項）」に記載のとおりであります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日　至 平成30年12月31日）

当社グループは単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

（報告セグメントの変更等に関する事項）

当社グループは、セグメント情報における報告セグメントを従来「東日本エリア」と「西日本エリア」に

区分しておりましたが、第１四半期連結会計期間から「工事用保安用品の販売及びレンタル」の単一セグメ

ントに変更しております。

これは従来、工事用保安用品の販売及びレンタルを全国展開する単一事業を行う中で、事業活動の特徴に

基づき取締役会に報告されている東日本エリアと西日本エリアを報告セグメントとしておりましたが、エリ

アを超えてレンタル商品の効率的な配置を行うなど、両エリアの事業活動の特徴に差異がなくなったため、

報告セグメントについて再考した結果、当社グループのビジネスを一体的な事業として捉えることが合理的

であり、当社グループの報告セグメントは単一セグメントが適切であると判断したものであります。

この変更により、当社グループの報告セグメントは単一セグメントとなることから、前第３四半期連結累

計期間及び当第３四半期連結累計期間のセグメント情報の記載を省略しております。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益 362円84銭 790円70銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 173,791 378,571

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
173,791 378,571

普通株式の期中平均株式数（株） 478,982 478,777

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益、普通株式の期中平均株式数を算

定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月８日

セフテック株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　崎　一　彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 唯　根　欣　三　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセフテック株式
会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平
成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セフテック株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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